
付議事項１

令和４年度 津山市地域公共交通計画の策定
（継続計画）と法定協議会について

概  要

「津山市地域公共交通網形成計画」（平成29年4月策定）が、令和
5年3月で満了となるため、 津山市の公共交通マ
スタープラン

　これにあたり、令和4年3月までに
「法定協議会」としての

。（別紙①参照）
　以上について、ご承認をお願いいたします。

前回策定との違い

　① 策定が「 」に

　② スクールバス、福祉輸送、施設による送迎サービスなど
　　を含めた

　③ （利用者、収支、公的負担額等）の記載と
　　
　その他に……
　　　国庫補助事業（フィーダー運行補助など）の

になり、その
することになります。

スケジュール案

令和4年3月　　 「津山市公共交通会議設置要綱」改正
　　　　　　　　　 法定協議会の権能を設定し、会計・監査機能を付与
令和4年7～8月　  策定業務のプロポ―ザル実施
令和4年8月～   　 計画策定開始
令和4年11～12月  計画素案の提示
令和5年2月　　　 パブリックコメントの実施
令和5年3月　　　 計画策定完了　⇒　国土交通大臣報告
（随時、公共交通会議、幹事会などを開催予定）



【地域公共交通計画とは】

付議事項１　別 紙 ①









付議事項２　別 紙③　津山市地域公共交通網形成計画　事業評価案（R3.9時点）
施策の目標一覧（評価：◯「目標達成」△「目標には達していないが、実施あるいは着手」×「未実施あるいは着手困難」）

年次 数値等 年次 数値等 把握主体 方法 評価 年次 数値 効果

交通弱者、交通不便地域
住民主導による「小型乗合交通」の導入
（セダン型orワゴン型）

小型乗合交通の実施 1-1 H28 1路線 H33 3路線 津山市 報告 △
R3.9
時点

2路線（阿波交通空白地有償運送、福
田地区グループタクシー社会実験）

検証実施継続中
新型ウイルス感染症の影響が大きく、効果が正
当に反映されるか不明

特典の紹介･利用促進の継続的な広報

高齢者を想定したサービスの向上

イベント等での市内事業者の優先利用（路
線、貸切）とその呼びかけ

イベント時の情報提供 1-3
津山市

交通事業者
報告 ◯

R3.9
時点

H29年度1回
H30年度2回
H31年度2回

･数値的効果は不明
･イベント主催者によるバス
  利用の呼びかけは定着

図書館まつり、ガレージセールなどで実施。
R2年度は感染症の影響により未実施。

低収益路線見直し 1-4 × ― 着手困難
感染症による影響のため、ほとんどのバス
路線が低収益に

2種免許取得支援 2種免許取得支援活用人数 1-5 H28 未実施 H31 累計20人 交通事業者 実績報告 ◯
R2.3
完了

累計22人
津山圏域内バス･タクシー運転手の平
均年齢低下

R3年度から制度再開中

運賃補助（妊婦･検診時等） 年代別満足度(10～40代) 1-6 津山市 アンケート調査 × ― 未実施 未実施のため、目標設定できず

乗り方教室、校外学習での積極利用
乗り方教室開催、校外学習
での路線バス利用

1-7 津山市 報告 ◯
R3.9
時点

H31年度4回
参加者に好評で、意識付けの効果有
り

R2年度は感染症の影響により未実施。

バス停感覚の満足度 1-8 H28 12% H33 25% 津山市 アンケート調査

バス停環境の満足度 1-9 H28 9% H33 40% 津山市 アンケート調査

電光掲示板･バスロケ･バスマップ（紙） 電光掲示板設置箇所数 1-10 H28 2 H33 累計10 津山市 ― △
R3.9
時点

累計6箇所（簡易式含めると9箇所） 利用者からの不満なし
これ以上の設置は困難。圏域にて紙バス
マップ作成実施

乗継満足度(JR⇔バス) 1-11 H28 26% H33 50%

乗継満足度(バス⇔バス) 1-13 H28 27% H33 50%

車両、駅舎のバリアフリー化
バス停等の改善、運転の気配り

市民満足度調査 1-14 H27 45.7点 H33 70点以上 津山市 アンケート調査 △
R2.6
実施

47.6点 微増
ごんごﾊﾞｽの車両更新実施。JR津山駅バリ
アフリー工事中。

バスマップ配布 1-15 津山市 ― △
R3.9
時点

定住自立圏事業として実施 利用増加効果は不明

モビリティマネジメント
（公共交通網の必要性、使い分け等）

1-16 津山市 ー × ― 未実施

「公共交通利用の日」の設定･実行
公共交通利用の日のバス
利用者数

1-17 H28 未実施 H33 
通常の
5％増

交通事業者 報告 △
R3.9
時点

H29年度実施 効果測定できず

企業･施設の案内(HP,ﾊﾟﾝﾌ,ﾁﾗｼ等)での公共交通アクセスの記載推奨 1-18 津山市 ー ◯
R3.9
時点

随時実施済み 数値的効果は不明
企業向けバスダイヤ表送付、観光案内所
等

ごんご小循環線の再構築
再編後のごんご小循環線
利用者数

1-19 交通事業者 ー × ― 未実施
再編は未実施だか、観光路線として運行実
験をR3.3～4に実施

住民主導によるバス停移設･新設･維持
管理(トリガー方式による）

実施箇所数 1-20 H28 未実施 H33 
累計

10箇所
津山市 ー × ― 未実施

ダイヤ調整、バリアフリー化、情報
提供の充実

津山駅北口の満足度 1-21 H28 未実施 R2 実施 津山市 アンケート調査 ◯ R2.3 60.3％が「満足」「少し満足」と回答
「どちらともいえない」25％「あまり満足
していない」10％「不満足」4.7％

駅バリアフリー化はJRがR3年度から着手

拠点施設周辺へのバス停設置･情報提供充実バス停環境の満足度 2-1 H28 9% H33 40% 津山市 アンケート調査
R3.11
予定

R3年度のODアンケート調査にて実施予定

バス路線の新設･経由 新設･経由を変更した路線数 2-2 H28 未実施 H33 実施 交通事業者 報告 ◯
R3.9
時点

実施(経由地変更4路線) 利便性向上
ごんご小循環線、ごんご勝北線、
ごんご西循環線、勝間田線

バス停の新設 新設バス停数 2-3 H28 未実施 H33 実施 交通事業者 報告 ◯
R3.9
時点

実施(新設2箇所) 利便性向上 ごんご加茂線、ごんご勝北線

ダイヤ調整 バス停の移設･新設 収益率の極めて低いバス路線の見直し 1-4 交通事業者 実績報告 ◯
R3.9
時点

実施(毎年ダイヤ調整実施) 利便性向上 毎年ダイヤ調整は実施

フリンジパーキングの整備検討･実施 2-4 津山市 進捗報告 × ― 未実施

地域単位での公共交通活用
参画

住民主導によるバス停移設･新設･維持
管理に向けたルール検討･構築･実施

実施箇所数 1-20 H28 未実施 H33 実施 津山市 ー × ― 未実施

観光施設への公共交通利用案内の掲載 3-1 津山市 ― ◯
R3.9
時点

実施 数値的効果は不明 観光案内所その他で掲載実施

イベント時における公共交通利便性向上･PR 1-3 津山市 ◯
R3.9
時点

実施 数値的効果は不明 さくらまつり等でPR実施

乗継満足度(JR⇔バス) 1-11 H28 26% H33 50%

乗継満足度(バス⇔バス) 1-13 H28 27% H33 50%

広域バス路線の利用促進 幹線バス利用者数 3-2 H28 18,400人 H33 20,000人 交通事業者 実績報告 × ― 未実施 定住自立圏内にて、利用促進施策を協議中

広域バス路線と地域内路線との連携 乗継満足度(バス⇔バス) 1-13 H28 27% H33 50% 津山市 アンケート調査
R3.11
予定

R3年度のODアンケート調査にて実施予定

多言語による情報提供 電光掲示板設置箇所数 1-10 H28 2 H33 累計10 津山市 ― △
R3.9
時点

累計6箇所（簡易式含めると9箇所） 利用者からの不満なし 言語対応は英語のみ

施設側での情報提供 電光掲示板設置箇所数 1-10 H28 2 H33 累計10 津山市 ― △
R3.9
時点

累計6箇所（簡易式含めると9箇所） 利用者からの不満なし 言語対応は英語のみ

現況 目標 把握方法 評価

随時実施

随時実施

未実施のため、実施後目標設定

随時実施

再編が進んだ時点で作成配布

機会を捉え随時実施

機会を捉え啓発を随時実施

再編後設定

随時実施

順次実施

随時実施

随時実施

基本方針 分類 主な具体的施策 項目 No. 備考

高齢者（免許返納） 75歳以上の外出率 1-2 H28 64% H33 80% 津山市 アンケート調査
R3.11
予定

R3年度のODアンケート調査にて実施予定

供給から見た公共交通

子育て世代･子ども

公共交通利便性の向上

トリガー方式によるバス停設置･移設
新規路線新設(路線バス･小型乗合交通)

R3.11
予定

R3年度のODアンケート調査にて実施予定

ダイヤ調整 津山市 アンケート調査
R3.11
予定

R3年度のODアンケート調査にて実施予定

バス路線の再編･交通モード
の検証

「まちづくり」と一
緒に考える公共

交通

中心部等での公共交通の充
実

周辺部での拠点と中心部と
の連携の維持･充実

魅力あるまち「津山」

広域連携（岡山市） 津山側の２次アクセス改善 津山市 アンケート調査
R3.11
予定

R3年度のODアンケート調査にて実施予定

広域連携（津山圏域）

市外からの利用者

みんなに「やさし
い」「持続可能」な

公共交通

公共交通利用促進

「交流」と「にぎわ
い」を創り出せる

公共交通
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報告事項３


